
 

平成 29 年度第１回庄原市特別支援教育研修会 
平成 29 年６月 26 日（月） 庄原市ふれあいセンター 

特別な支援を必要とする児童・生徒の適正な就学指導及び特別支援学級における適正な教育

課程編成と教科用図書の選定についての周知を目的に、研修会を行いました。 

【参加者の振り返りより】 

・小学校で受け入れる児童、中学校へ送る児童の就学指導について、丁寧に行っていきたいと思う。 

・「この教育課程で本当によいのか」と子供の姿を思い浮かべ、慎重な審議を行う必要性を実感した。 

・教育課程編成や教科書選定について全職員が理解し、学校全体で行っていくことが大切だと感じた。 

 

【講話】「特別な支援を必要とする児童生徒の適正な就学指導について」 

庄原市教育委員会 教育指導課 学事係長兼主任管理主事  岡﨑 敏朗 

 

◆保幼小中学校間で、就学に関する連携が一層進むよう、就学指導に

関する講話を行った。 

・ 当該児童生徒の将来的な自立や社会参加のために必要な力を培う

という視点で、本人の教育的ニーズ等を踏まえた総合的な観点から

就学先を決定する。 

・ 「個別の教育支援計画」の作成と定期的な見直しを行い、継続的

な教育相談を行うことが必要である。 

【講話・演習】「特別支援学級の教育課程の編成について」 

庄原市教育委員会 教育指導課 指導主事 小谷 綾子 

 
◆特別支援学級で、当該児童生徒の障害の状況及び発達段階に応じた

教育課程を編成する際の留意事項等について周知・理解を図るた

め、講話・演習を行った。 

・ 当該児童生徒の実態把握を十分に行うことが重要である。 

・ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」に基づいて、教育課

程を編成する。 

・ 実態に合った適切な指導が行われるよう、指導内容や時数、指導

形態等について留意する。 

【講話】「特別支援学級で使用する教科用図書の選定について」 

庄原市教育委員会 教育指導課 指導主事 高見 省吾 

 
◆特別支援学級で使用する教科書について、選定や事務手続きに係る

留意事項等について講話を行った。 

・ 児童生徒の実態や教育課程と整合性のとれた教科書を選定する必

要がある。 

・ 児童生徒の実態に合った教科書が選定できるよう、事務手続き上

のきまりや期間に留意する。 


